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Abstract

This paper discribes the Standard Kabardian causal–noncausal verb alternation from the typological 

viewpoint presented in Haspelmath (1993). To be more specific, it is shown (i) Standard 

Kabardian prefers directed alternation; (ii) the Standard Kabardian pattern of causative and 

anticausative alternation matches that of the cross-linguistic one stated in Haspelmath (1993); and 

(iii) the selection of alternation types in Standard Kabardian as a whole is rather similar to 

those of Northeast Caucasian languages (except for Avar) and Azerbaijani. With the observation 

noted above, I claim the following three points. First, the data of verb alternation in Standard 

Kabardian support Haspelmath’s (1993) claim that there exists a semantic iconicity in the verb 

alternation pattern. Second, the selection of alternation types may be affected by the morphological 

richness of the language. Third. the data of verb alternation in Standard Kabardian support 

Haspelmath’s (1993) claim that the geographical relationship has a stronger influence over the 

transitivity verb alternation typology than genetic relationship of languages.

 (たけうち・しょう 東京大学) 
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要旨 
本稿では、鹿児島県霧島市隼人町方言の自他交替についての調査結果を報告する。隼人方言において

自他交替にかかわる形態統語論的手段としては、接辞の付加による派生（使役型・逆使役型）、語根

末音素の交替（両極型）、語根の交替（補充型）の 3種類がある。このうち接辞の付加による派生が

全体の約 8 割以上を占めており、その中でも使役型が逆使役型より多く出現することを明らかにす

る。形態素境界と派生方向の分析に際して使役型、逆使役型、両極型で考えられる問題点を取り上げ

て、隼人方言における認定基準を議論する。さらに、2種類の母音 /e, o/ が出現する母音語幹の語幹

末が基底において //e// であることを主張する。最後に、語幹の認定に際して問題が生じる動詞につ

いて、これらの動詞の共通点が「語幹の最終音素もしくは次末音素に /s/ を持つ」点であることを指

摘し、語幹の表記方法を定める。 

 

1. はじめに 

本稿では、鹿児島県霧島
きりしま

市内の旧隼人町
はやとちょう

（図 1）の伝統方言（以下、隼人方言）2における自

他交替について検討する。Haspelmath（1993）が挙げている 31 の「起動動詞（inchoative verb）」

と「使役動詞（causative verb）」のペアについて、臨地調査3で収集した非過去終止形（以下、非

過去形）、過去終止形（以下、過去形）、非過去否定形（以下、否定

形）の 3 つの形式を基に、各動詞対の形成に用いられる形態音韻

規則と形態統語的手段を明らかにし、形態素境界や派生方向の認

定方法について議論する。さらに、2 種類の母音 /e, o/ が出現する

母音語幹の語幹末が基底において //e// であることを主張する。最

後に、動詞語幹の認定に際して問題が生じるものについて、これら

の語幹の共通点が「最終音素もしくは次末音素に /s/ を持つ」点で

あることを指摘し、表記方法を定める。 

 
1 本研究は国立国語研究所共同研究プロジェクト「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」「統語・意

味解析コーパスの開発と言語研究」および、JSPS科研費 17H02332、20J22969の助成を受けたものである。本稿

の内容については以下の方々から貴重なご意見および情報をいただいた：黒木邦彦、長屋尚典、松本曜（敬称

略）。 
2 霧島市の住民基本台帳人口によると、隼人地区の人口は令和 2年 4月 1日現在で 38,378人であり、霧島市全

体において 65歳以上の人口が 27.4%である。このことから 1万人程度の話者がいると推定できる。 
3 令和 2年 1月 5日および 2月 13日に実施した。調査結果の一覧については稿末の資料 1を参照されたい。 

鹿児島市 
隼人 

図 1 九州南部の地図 
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起動動詞と使役動詞のペアについて、Haspelmath（1993: 90）は（1）のように定義している。 
1  

 [I]t is a pair of verbs which express the same basic situation (generally a change of state, more rarely 
a going-on) and differ only in that the causative verb meaning includes an agent participant who 

causes the situation, whereas the inchoative verb meaning excludes a causing agent and presents the 

situation as occurring spontaneously. 

 

同じ基本的な状況（多くの場合は状態変化だが、非動作主的な動作のことも稀にある）

を表現する動詞対であり、使役動詞の意味にはその状況を引き起こす動作主が含まれて

いるのに対し、起動動詞の意味には動作主は含まれず、その状況が自然に生じたかのよ

うに表現される。（拙訳） 

 

Haspelmath（1993）が起動動詞と使役動詞のペアの典型として挙げている例を（2）に示す。 

2  

 a. (inchoative) The stick broke. 

b. (causative) The girl broke the stick. 

（Haspelmath 1993: 90） 

 

（2）では、どちらの文でも break という動詞が使われている。ただし、（2a）の break は起動

動詞として用いられており、（2b）の break は使役動詞として用いられている。（2）の例を（1）

の定義に当てはめて説明すると（3）のようになる。 
3  

 両者は「棒が折れた」という同じ基本的な状況を表現する動詞対であり、（2b）において

使役動詞の意味には「棒が折れた」という状況を引き起こす（＝棒を折る）動作主 the girl 

（女の子）が含まれているのに対し、（2a）において起動動詞の意味には動作主は含まれず、

「棒が折れた」という状況が自然に生じたかのように表現される。 

 

Haspelmath（1993）は、21の言語における 31の起動動詞と使役動詞のペアを主に辞書を用い

て収集し、各言語の動詞対における形式的な派生関係を調べている。日本国内の言語について

は、Haspelmath（1993）の 21 言語の中に日本語共通語（以下、共通語）が含まれているほか、

佐々木・當山（2015）の北海道方言と沖縄語首里方言、横山（2017）の奄美語沖永良部島国頭

方言についての上述の動詞対を用いた研究がある。なお、Haspelmath（1993）では起動動詞と使

役動詞の対立は、自動詞（intransitive verb）と他動詞（transitive verb）の対立とは（多くの場合

には重なるが）異なるものであるとされている。しかし本稿では便宜上、Haspelmath（1993）の

「起動動詞」を「自動詞」、「使役動詞」を「他動詞」と呼称する。 
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3 

2. 自他交替にかかわる形態音韻規則と形態統語論的手段 

 本節では、隼人方言の自他交替動詞対の形成に用いられる形態音韻規則（2.1 節）と形態統語

論的手段（2.2 節）について議論する。 

 

2.1. 形態音韻規則 

自他交替動詞対の例として共通語の「開
あ

く」に対応する動詞を（4）に、同じく「開ける」に

対応する動詞を（5）挙げる。それぞれ左から非過去形、過去形、否定形の順で音声表記と共通

語訳を示す。3 節で提示する一覧（表 4）では、この調査結果から抽出した語幹（＝語根＋0個

以上の派生接尾辞）を掲載している4。 
4  

 aʔ eta akaɴ 
開く 開いた 開かない 

5  

 akuʔ aketa akeɴ 
開ける 開けた 開けない 

 

（4）の「開く」では語幹として //ak-// が抽出できる。このとき、非過去形では（6）、過去形

では（7）のような形態音韻変化が生じていると考える。以下では適用される形態音韻規則の名

前を、派生の方向を示す矢印の下に示す。[ ] は音声表記、 / / は音素表記、 // // は基底形であ

ることを表す。接尾辞の基底形において上付き文字で表している「連結音」の考え方は、清瀬

（1971）と黒木（2015: 32‒33）に倣っている。 
6  

 //ak-ru// → /ak-u/ → /at/ [aʔ] 5 

開く-NPST 

 連結音実現規則（8a） 音節末子音化規則（9a） 

7  

 //ak-ta// → /ai-ta/ → /e-ta/ [eta] 

開く-PST 

  語幹末子音交替規則（10a） 母音融合規則（11a） 

 

（6）では、動詞語幹の //ak-// と非過去接尾辞の //-ru// から、形態音韻規則（8）～（9）の適用

により /at/ [aʔ] が得られる。（8）の連結音実現規則では（8a）に示すように、連結子音「C」は

 
4 /ju nat/ [ju naʔ] 「良い.ADV なる.NPST」のように、回答が単独の動詞ではないものがある。この場合には語

幹を表示する際に便宜上、動詞以外の部分も併記する。 
5 声門閉鎖音および、後続音節の頭子音と同器官的な音節末の阻害音（共通語の「促音」と類似しているが、こ

れと異なり有声阻害音や共鳴音の前にも現れる）は、音節末では対立しない（相補分布する）ことから、同一音

素の異音であると考えられる。共通語の /Q/ のように音節末専用の音素を新規に立てるメリットが特に見当た

らないことから、頭子音音素として既に存在する /t/ が音節末位にも立つと分析する。 
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4 

直前の音素が母音である場合は子音「C」として実現し、子音である場合は実現しない。一方で

（8b）に示すように、連結母音「V」は直前の音素が子音である場合は母音「V」として実現し、

母音である場合は実現しない。 
8  

 連結音実現規則 

a. C → C / V- _ b. V → V / C- _ 

a.  C → Ø / C- _ b. V → Ø / V- _ 

 

非語頭の狭母音音節は（9）に示すように音節末子音化する6。子音部分が（9a）のように破裂音 

/p, b, t, d, k, g/ の場合は /t/ 、（9b）のように摩擦音 /s, z/ の場合は /s ~ t/ 、（9c）のように鼻音 

/m, n/ の場合は /n/ 、（9d）のようにはじき音 /r/ の場合は /t ~ j/ となる。 
9  

 狭母音音節の音節末子音化規則 

a. C [−son, −cont] V [+high] → t / V _ /ak-u/ → /at/ [aʔ]（開く-NPST） 

b. C [−son, +cont] V [+high] → s ~ t / V _ /hanas-u/ → /hanas/ [hanas] 

~ /hanat/  [hanaʔ]（話す-NPST） 

c. C [+son, +nas] V [+high] → n / V _ /jom-u/ → /jon/ [joɴ]（読む-NPST） 

d. r V [+high] → t ~ j / V _ /tor-u/ → /tot/ [toʔ] ~ /toj/ [toj]（取る-NPST） 

 

（7）では、動詞語幹の //ak-// と過去接尾辞の //-ta// から、形態音韻規則（10）～（11）の適

用により /eta/ [eta] が得られる。過去接尾辞が接続する際には語幹末子音が（10）に示すよう

に交替する。（10a）の軟口蓋破裂音 /k, g/ と（10b）の摩擦音 /s/ は /i/ 7、（10c）の両唇破裂音 

/b/ は /n / 、（10d）の接近音 /w/ は /u/ となる。 

 
10  

 語幹末子音交替規則 

a. [−son, −cont, +dor] → i / _ -t /ak-ta/ → /ai-ta/ → /e-ta/ [eta]（開く-PST） 

b. [−son, +cont] → i / _ -t /ok-os-ta/ → /ok-oi-ta/→ /ok-e-ta/ [oketa] 

 （起こす-CAUS-PST） 

c. [−son, −cont, +lab] → n / _ -t /tob-da/ → /ton-da/ [tonda] （飛ぶ-PST） 

d. [+son, −nas, +lab] → u / _ -t /waruw-ta/ → /waruu-ta/ → /waru-ta/ [waɾuta] 

 （笑う-PST） 

 
6 通時的な変化として近隣の鹿児島市方言（木部 2001）や内之浦方言（髙城 2019）でも類似の現象が指摘され

ている。このうち（9）に示すものは、隼人方言と内之浦方言では共時的な規則としても成り立つことが筆者の

調査によって明らかになっている。なお、実例の規則適用前の形式として挙げているものは必ずしも基底形で

はない（以下でも同様）。 
7 摩擦音ではこの規則が適用されていないように見える例（ /koo-as-ta/ [koːaɕta] 「凍る-CAUS-PST」など）もあ

る。この違いが何に起因するのかについては分かっていない。 
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5 

現時点で判明している母音融合規則は（11）の通りである。代償延長は生じない。 
11  

 母音融合規則 

a. /ai/ → /e/ /ai-ta/ → /e-ta/ [eta]（開く-PST） 

b. /ei/ → /e/ /ak-e-i/ → /ak-e/ [ake]（開く-CAUS-IMP） 

c. /oi/ → /e/ /ko-i/ → /ke/ [ke]（来る-IMP） 

d. /ui/ → /i/ /hiku-i/ → /hiki/ [hiki]（低い-NPST） 

e. /au/ → /o/ /kak-au/ → /kak-o/ [kako]（書く-VOL） 

 

本節冒頭に挙げた（5）を再掲する。この「開ける」では、語根 //ak-// と使役接尾辞 //-e-// が

抽出できる。語幹は両者を合わせた //ak-e-// である。 

 
（5） akuʔ aketa akeɴ 

開ける 開けた 開けない 

 

このとき、非過去形では（12）のような形態音韻変化が生じていると考える。過去形では（13）

のように形態音韻変化が生じずに基底形と表層形が一致する。 
12  

 //ak-e-ru// → /ak-e-ru/ → /ak-e-t/ → /ak-u-t/ [akuʔ] 

 開く-CAUS-NPST 

  連結音実現規則 音節末子音化規則 語幹末母音交替規則（49） 

13  

 //ak-e-ta//  /ak-e-ta/ [aketa] 
 開く-CAUS-PST 

 

母音語幹8の語幹末には、（12）のように非過去接尾辞など特定の接尾辞が付加される際に /e/ → 

/u/ の交替規則が適用される。詳細は 4.1 節で述べる。 

上記のように非過去形や過去形では語幹末に生じる形態音韻変化によって、形態素境界や語

幹末音素を表層形の観察のみに基づいて判別することができなくなっているものが多い。これ

に対して否定形は形態論的に比較的透明であるため、本稿では語幹を認定する際に主に各動詞

の否定形を参照している。しかしながら、否定形の観察のみで語幹を 1 つに定められないもの

も散見される。これは、（14）のように 2 種類の否定形が観察されることによる。 
14  

 a. [tokasaɴ] ～ b. [tokaseɴ]  「溶かさない」 

 

 
8 語幹末の音素が母音である語幹を「母音語幹」、子音である語幹を「子音語幹」と呼称する。子音語幹の下位

分類として、語幹末が「C（＝任意の子音）」であるものを指して「C語幹」と呼称することもある。 

e119

鹿児島県霧島市隼人町方言の自他交替



6 

（14a）からは（15a）のように s語幹と判断することができ、（14b）からは（15b）のように母音

語幹と判断することができる。 

15  

 a. //tok-sas-an// → /tok-as-an/ [tokasaɴ] 

 溶ける-CAUS-NEG 

  連結音実現規則 

 

 b. //tok-sase-an// → /tok-ase-n/ [tokaseɴ] 

 溶ける-CAUS-NEG 

  連結音実現規則 

 

本稿ではこのような動詞の語幹を /tok-as(e)-/ のように表記する。この表記法を採用する理由は

4.2節で述べる。 

 

2.2. 形態統語論的手段 

隼人方言の自他交替動詞対の形成に用いられる形態統語論的手段として、接辞の付加による

派生（2.2.1節）、語根末音素の交替（2.2.2節）、語根の交替（2.2.3節）の 3つを提示する。 

 

2.2.1. 接辞の付加による派生 

語根に接辞を付加して派生させることによって自他交替ペアを作る動詞対には、使役型

（causative）と逆使役型（anticausative）が存在する。使役接尾辞として（16）の 4種類、逆使役

接尾辞として（17）の 3種類が見つかっている。 

16  

 -sas(e)- , -akas-, -e-, -os- 
17  

 -ar(e)-, -e-, -ae- 
 

使役接尾辞による派生の例を（18）に示す。それぞれ左側が自動詞9、右側が他動詞である（以

下でも同様）。語例の前の数字と英訳は 3節の表 4に対応している（以下でも同様）。形態素

境界及び派生方向の認定方法については 3節で議論する。 

18  

 a. 1 boil /wak-/ → /wak-as(e)-/ など 

 b. 23 rock /jue-/ → /ju-akas-/ など 

 c. 6 sink /sizum-/ → /sizum-e-/ など 

 
9 より正確には「自動詞語幹」である。本稿では議論の都合上、屈折接尾辞が付加されていない「自動詞語幹」

についても、理解に支障がない範囲で「自動詞」と呼称する。「他動詞」と「他動詞語幹」でも同様。 
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（14a）からは（15a）のように s語幹と判断することができ、（14b）からは（15b）のように母音

語幹と判断することができる。 

15  

 a. //tok-sas-an// → /tok-as-an/ [tokasaɴ] 

 溶ける-CAUS-NEG 

  連結音実現規則 

 

 b. //tok-sase-an// → /tok-ase-n/ [tokaseɴ] 

 溶ける-CAUS-NEG 

  連結音実現規則 

 

本稿ではこのような動詞の語幹を /tok-as(e)-/ のように表記する。この表記法を採用する理由は

4.2節で述べる。 

 

2.2. 形態統語論的手段 

隼人方言の自他交替動詞対の形成に用いられる形態統語論的手段として、接辞の付加による

派生（2.2.1節）、語根末音素の交替（2.2.2節）、語根の交替（2.2.3節）の 3つを提示する。 

 

2.2.1. 接辞の付加による派生 

語根に接辞を付加して派生させることによって自他交替ペアを作る動詞対には、使役型

（causative）と逆使役型（anticausative）が存在する。使役接尾辞として（16）の 4種類、逆使役

接尾辞として（17）の 3種類が見つかっている。 

16  

 -sas(e)- , -akas-, -e-, -os- 
17  

 -ar(e)-, -e-, -ae- 
 

使役接尾辞による派生の例を（18）に示す。それぞれ左側が自動詞9、右側が他動詞である（以

下でも同様）。語例の前の数字と英訳は 3節の表 4に対応している（以下でも同様）。形態素

境界及び派生方向の認定方法については 3節で議論する。 

18  

 a. 1 boil /wak-/ → /wak-as(e)-/ など 

 b. 23 rock /jue-/ → /ju-akas-/ など 

 c. 6 sink /sizum-/ → /sizum-e-/ など 

 
9 より正確には「自動詞語幹」である。本稿では議論の都合上、屈折接尾辞が付加されていない「自動詞語幹」

についても、理解に支障がない範囲で「自動詞」と呼称する。「他動詞」と「他動詞語幹」でも同様。 
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 d. 4 wake up /okir-/ → /ok-os(e)-/ 

 

使役接尾辞の出現数の内訳とその割合を表 1 に示す。接辞の前のアルファベットは（18）に対

応している。Haspelmath（1993）に倣い、1 つの動詞について 2 種類の回答があった場合には各

回答を 0.5 として計算する。3 種類の回答があった場合には各回答を 0.33 として計算する。以

下では原則として少数第 2位を四捨五入して表示する。 

 

表 1 使役接尾辞の出現数の内訳と割合 

接辞 出現数（対） 割合（%） 

a. -sas(e)- 9.3 62.0 

b. -akas- 2.7 18.0 

c. -e- 2.0 13.3 

d. -os- 1.0 6.7 

計 15.0 100.0 

 

次に逆使役接尾辞による派生の例を（19）に示す。 

19  

 a. 9 stop /tom-ar-/ ← /tome-/ など 

 b. 12 burn /jak-e-/ ← /jak-/ など 

 c. 30 split /wak-ae-/ ← /wake-/ 

 

逆使役接尾辞の出現数の内訳とその割合を表 2 に示す。接辞の前のアルファベットは（19）に

対応している。 

 

表 2 逆使役接尾辞の出現数の内訳と割合 

接辞 出現数（対） 割合（%） 

a. -ar(e)- 8.0 70.8 

b. -e- 2.3 20.4 

c. -ae- 1.0 8.8 

計 11.3 100.0 

 

2.2.2. 語根末音素の交替 

語根末の 1～2 つの音素の交替によって自他交替ペアを作る両極型（equipollent）の例を（20）

に示す。（20a, c）では /r/ と /s(e)-/ 、（20b）では /e/ と /s(e)-/ が交替している。 

20  

 a. 10 turn /mawar-/ /mawas(e)-/ 
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 b. 13 destroy /utkuzue-/ /utkuzus(e)-/ 

 c. 18 roll /koogar-/ /koogas(e)-/ 

 

これらは同一の語根を基にした派生による交替ではないが、それぞれの動詞対において形態的

な関係が明らかであり、この点で 2.2.3節の補充型（suppletive）とは区別される10。語根末音素

の交替によって自他交替ペアを作るこの現象（両極型）は、語根の交替の程度という基準を用

いると、2.2.1節で示した接辞の付加による派生（使役型・逆使役型）と、2.2.3節で示す語根の

交替（補充型）の間に位置づけられる（表 3）。 

 

表 3 語根の交替の程度 

 使役・逆使役 両極 補充 

語根の交替 しない 一部分のみ 全体 

 

2.2.3. 語根の交替 

語根の交替、すなわち補充法によって自他交替ペアを作る補充型の例を（21）に示す。2.2.2

節で見た両極型とは異なり、それぞれの動詞対の間に形態的な関係は見られない。 

21  

 a. 7 learn/teach /manab-/ /itkas(e)-/ 
 b. 22 improve /ju nar-/ /ju s-/ 11 

 c. 31 die/kill /kesim-/ /utkoos(e)-/ 12 

 d. 31 die/kill /sin-/ /koos(e)-/ 

 

3. 動詞のリストと派生方向の認定方法 

隼人方言の自他交替ペア 31対を表 4に示す13。話者は旧隼人町出身・在住の昭和 9年生まれ

（調査時 85歳）の男性 1名である。表 4中の「Type」において、Cは使役型、Aは逆使役型、

E は両極型、S は補充型を表す。後述するように、形態素境界および派生方向の認定方法は共

通語を扱ったMatsumoto（2016）を一部参考にしている。 

  

 
10 これに類似したものとして、北サーミ語の自他交替についての梅田（2018）の分析が挙げられる。梅田（2018: 

332‒333）は、「同一語彙素からの派生とは考えられないが、明らかに自動詞と他動詞の間に形態的関係がみら

れる例」が北サーミ語に存在することを指摘し、「全く形態的に関係していない自動詞と他動詞のペアと比較す

ると、上記のような例は典型的な補充法とは言い難い」と述べている。 
11 共通語に直訳すると「良くなる」「良くする」であり、動詞語根「なる」「する」の交替である。 
12 /ke-, ut-/ は動詞接頭辞であるが、使役性に影響を与えない語幹内部の形態素境界は、本稿では原則として明

示しない。 
13 髙城（2020）のリストにおける有標な形式のセルに色を付けた。 
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 b. 13 destroy /utkuzue-/ /utkuzus(e)-/ 

 c. 18 roll /koogar-/ /koogas(e)-/ 

 

これらは同一の語根を基にした派生による交替ではないが、それぞれの動詞対において形態的

な関係が明らかであり、この点で 2.2.3節の補充型（suppletive）とは区別される10。語根末音素

の交替によって自他交替ペアを作るこの現象（両極型）は、語根の交替の程度という基準を用

いると、2.2.1節で示した接辞の付加による派生（使役型・逆使役型）と、2.2.3節で示す語根の

交替（補充型）の間に位置づけられる（表 3）。 

 

表 3 語根の交替の程度 

 使役・逆使役 両極 補充 

語根の交替 しない 一部分のみ 全体 

 

2.2.3. 語根の交替 

語根の交替、すなわち補充法によって自他交替ペアを作る補充型の例を（21）に示す。2.2.2

節で見た両極型とは異なり、それぞれの動詞対の間に形態的な関係は見られない。 

21  

 a. 7 learn/teach /manab-/ /itkas(e)-/ 
 b. 22 improve /ju nar-/ /ju s-/ 11 

 c. 31 die/kill /kesim-/ /utkoos(e)-/ 12 

 d. 31 die/kill /sin-/ /koos(e)-/ 

 

3. 動詞のリストと派生方向の認定方法 

隼人方言の自他交替ペア 31対を表 4に示す13。話者は旧隼人町出身・在住の昭和 9年生まれ

（調査時 85歳）の男性 1名である。表 4中の「Type」において、Cは使役型、Aは逆使役型、

E は両極型、S は補充型を表す。後述するように、形態素境界および派生方向の認定方法は共

通語を扱ったMatsumoto（2016）を一部参考にしている。 

  

 
10 これに類似したものとして、北サーミ語の自他交替についての梅田（2018）の分析が挙げられる。梅田（2018: 

332‒333）は、「同一語彙素からの派生とは考えられないが、明らかに自動詞と他動詞の間に形態的関係がみら

れる例」が北サーミ語に存在することを指摘し、「全く形態的に関係していない自動詞と他動詞のペアと比較す

ると、上記のような例は典型的な補充法とは言い難い」と述べている。 
11 共通語に直訳すると「良くなる」「良くする」であり、動詞語根「なる」「する」の交替である。 
12 /ke-, ut-/ は動詞接頭辞であるが、使役性に影響を与えない語幹内部の形態素境界は、本稿では原則として明

示しない。 
13 髙城（2020）のリストにおける有標な形式のセルに色を付けた。 

9 

表 4 隼人方言の自他交替ペア 31 対一覧（髙城 2020） 

 
  

  Verb Non-causative Causative Type 
1 boil  wak- wak-as(e)- C 
2 freeze koor- koor-as(e)- C 
3 dry kowak- kowak-as(e)- C 
4 wake up okir- ok-os(e)- C 
5 go out/put out kije- kij-as- C 
6 sink sizum- sizum-e- C 
7 learn/teach manab- itkas(e)- S 
8 melt toke- tok-as(e)- C 
9 stop tom-ar- tome- A 

10 turn mawar- mawas(e)- E 
11 dissolve toke- tok-as(e)- C 
12 burn jak-e- jak- A 

13 destroy 
utgar-e- utgar- A 
utgare- utgar-as(e)- C 

utkuzue- utkuzus(e)- E 
14 fill mitir- mit-as(e)- C 

15 finish 
owar- owar-as(e)- C 
sum- sum-ase- C 

16 begin hatm-ar- hatme- A 
17 spread hiog-ar- hioge- A 
18 roll koogar- koogas(e)- E 
19 develop sakae- sakae-sas(e)- C 
20 get lost/lose ne got nar- ne got nar-akas(e)- C 
21 rise/raise ag-ar- age- A 

22 improve 
ju nar- ju nar-akas(e)- C 
ju nar- ju s- S 

zjozi nar- zjozi nar-akas(e)- C 
23 rock jue- ju-akas- C 
24 connect tunag-ar- tunage- A 
25 change kaw-ar- kawe- A 
26 gather atm-ar- atme- A 
27 open ak- ak-e- C 

28 break 
hittjabur-e- hittjabur- A 

war-e- war- A 
tunbor-e- tunbor- A 

29 close sim-ar- sime- A 
30 split wak-ae- wake- A 

31 die/kill 
kesim- utkoos(e)- S 

sin- koos(e)- S 
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表 4を見ると、使役型が 15対（18例14）で 48.4%、逆使役型が 11.3対（14例）で 36.5%、両

者を合わせると 26.3対（32例）であり、全体の約 84.8%を占めていることが分かる。両極型は

2.3対（3例）、補充型は 2.3対（4例）であり、それぞれ全体の約 7.4%にあたる。 

佐々木・當山（2015）は北海道方言と沖縄語首里方言を共通語と対照させ、北にある方言ほ

ど逆使役型15が優勢であり、南にある方言ほど使役型が優勢であることを指摘している。本稿

の記述によって、この傾向が隼人方言にも当てはまることが明らかになった。佐々木・當山

（2015: 70）が報告した上記の 3 方言における使役型の動詞対と逆使役型の動詞対の出現数に、

横山（2017: 284）の奄美語沖永良部島国頭方言と本稿の隼人方言の調査結果を加えたものを表 

5に示す16。方言間の比較を容易にするために、Haspelmath（1993: 101）に倣い各方言における

A/C比も算出した。A/C比は逆使役型（A）の出現数を使役型（C）の出現数で割ったものであ

る。この数値が高い方言ほど逆使役型が優勢であり、低い方言ほど使役型が優勢である。 

 

表 5 日琉 5 方言における使役型と逆使役型の出現数と割合 

 使役型（C） 逆使役型（A） A/C比 

北海道方言 9.33 18.33 1.96 

共通語 11.00 14.50 1.32 

隼人方言 15.00 11.33 0.76 

国頭方言 14.00 6.00 0.43 

首里方言 18.00 6.00 0.33 

 

横山（2017: 285）が述べているように、研究ごとに派生方向の認定方法が異なる箇所があり、

数値の比較は慎重にしなければならないが、本稿の結果も上記の観察の範囲では佐々木・當山

（2015）が示した傾向に当てはまり、これを支持するものである。以下では、隼人方言における

使役型（3.1節）、逆使役型（3.2節）、両極型（3.3節）の認定方法を議論する。 

 

3.1. 使役型 

使役型の動詞対では、自動詞語根に接辞を付加して他動詞を派生させることによって自他交

替ペアを作る。2.2.1節で示した（18）を再掲する。 

 

（18） a. 1 boil /wak-/ → /wak-as(e)-/ 

 b. 23 rock /jue-/ → /ju-akas-/ 

 c. 6 sink /sizum-/ → /sizum-e-/ 

 d. 4 wake up /okir-/ → /ok-os(e)-/ 

 
14 参考のため回答の延べ数を括弧内に示す。この数字は割合の計算などには用いない。以下でも同様。 
15 佐々木・當山（2015）における「他動詞有標型」「自動詞有標型」と横山（2017）における「他動詞化」「非他

動詞化」は本稿の「使役型」「逆使役型」にそれぞれ対応する。 
16 佐々木・當山（2015）に準じて少数第 2位まで表示する。 
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表 4を見ると、使役型が 15対（18例14）で 48.4%、逆使役型が 11.3対（14例）で 36.5%、両

者を合わせると 26.3対（32例）であり、全体の約 84.8%を占めていることが分かる。両極型は

2.3対（3例）、補充型は 2.3対（4例）であり、それぞれ全体の約 7.4%にあたる。 

佐々木・當山（2015）は北海道方言と沖縄語首里方言を共通語と対照させ、北にある方言ほ

ど逆使役型15が優勢であり、南にある方言ほど使役型が優勢であることを指摘している。本稿

の記述によって、この傾向が隼人方言にも当てはまることが明らかになった。佐々木・當山

（2015: 70）が報告した上記の 3 方言における使役型の動詞対と逆使役型の動詞対の出現数に、

横山（2017: 284）の奄美語沖永良部島国頭方言と本稿の隼人方言の調査結果を加えたものを表 

5に示す16。方言間の比較を容易にするために、Haspelmath（1993: 101）に倣い各方言における

A/C比も算出した。A/C比は逆使役型（A）の出現数を使役型（C）の出現数で割ったものであ

る。この数値が高い方言ほど逆使役型が優勢であり、低い方言ほど使役型が優勢である。 

 

表 5 日琉 5 方言における使役型と逆使役型の出現数と割合 

 使役型（C） 逆使役型（A） A/C比 

北海道方言 9.33 18.33 1.96 

共通語 11.00 14.50 1.32 

隼人方言 15.00 11.33 0.76 

国頭方言 14.00 6.00 0.43 

首里方言 18.00 6.00 0.33 

 

横山（2017: 285）が述べているように、研究ごとに派生方向の認定方法が異なる箇所があり、

数値の比較は慎重にしなければならないが、本稿の結果も上記の観察の範囲では佐々木・當山

（2015）が示した傾向に当てはまり、これを支持するものである。以下では、隼人方言における

使役型（3.1節）、逆使役型（3.2節）、両極型（3.3節）の認定方法を議論する。 

 

3.1. 使役型 

使役型の動詞対では、自動詞語根に接辞を付加して他動詞を派生させることによって自他交

替ペアを作る。2.2.1節で示した（18）を再掲する。 

 

（18） a. 1 boil /wak-/ → /wak-as(e)-/ 

 b. 23 rock /jue-/ → /ju-akas-/ 

 c. 6 sink /sizum-/ → /sizum-e-/ 

 d. 4 wake up /okir-/ → /ok-os(e)-/ 

 
14 参考のため回答の延べ数を括弧内に示す。この数字は割合の計算などには用いない。以下でも同様。 
15 佐々木・當山（2015）における「他動詞有標型」「自動詞有標型」と横山（2017）における「他動詞化」「非他

動詞化」は本稿の「使役型」「逆使役型」にそれぞれ対応する。 
16 佐々木・當山（2015）に準じて少数第 2位まで表示する。 

11 

 

このうち、（18b, d）のような例が使役型であるとする分析には異論が出ることが予想される。

（22）のように同一語根からの両極派生という分析が考えられるからである。 

22  

 b. 23 rock /ju-e-/ /ju-akas-/ 
 d. 4 wake up /ok-ir-/ /ok-os(e)-/ 

 

実際にHaspelmath（2013）は、類似の構造を持つ共通語の動詞対について両極派生であると分

析している。これに対しMatsumoto（2016: 56‒57）はこの分析に（23）‒（24）の問題があるこ

とを（25）の例などを用いて指摘している。 

23  

 [T]reating both noncausative and causative verbs as containing causativity-changing suffixes 
encounters a problem in the case of verb pairs where the noncausative member has the stem-final 

vowel /i/, which allegedly contrasts with -as and -os in (6b, c) 17. Unlike /e/, the vowel /i/ does not 

have any use as a decausativizing affix, making the bidirectional derivation account implausible. 

 

使役性を変更する接尾辞が非使役動詞と使役動詞の両方に含まれているとする分析は、

（6b, c）17のように -as や -os と対立するとされる非使役動詞の語幹末が /i/ である場

合に問題となる。 /i/ には /e/ のように逆使役接辞としての用法はないため、これを両

極派生とする分析は妥当性が低い。（拙訳） 

24  

 [T]he status of hypothetical causativity-neutral roots is unclear. There is no evidence for 
recognizing causativity-neutral roots like ag for ag-ar(-u) and age(-ru). There are cases where the 

segments without /e/ and /i/ are roots, but, interestingly, in such cases they are not neutral in 

causativity but are rather either clearly noncausative or clearly causative. 

 

仮定されている「使役性を持たない語根」の位置づけが不明瞭である。 ag-ar (-u) と age 

(-ru) に使役性を持たない語根 ag を認める根拠はない。 /e/ や /i/ を除いた部分が語

根である例自体はあるが、興味深いことに、このような場合の語根は使役性を持たない

のではなく、むしろ明確に非使役的もしくは使役的である18。（拙訳） 

25  

 a. de (-ru) d-as (-u) 
b. obiye (-ru) obiy-akas (-u) 

c. miti (-ru) mit-as (-u) 

 
17 （6c, d）の誤りか。Matsumoto（2016）の（6）は本稿の（25）に対応する。 
18 「more(-ru)」と「mor-as(-u)」 のペアについて /e/ のない「mor(-u)」という動詞が非使役的であることと、「kire(-

ru)」と「kir-as(-u)」 のペアについて /e/ のない「kir(-u)」という動詞が使役的であることを例に挙げている。 
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d. oki (-ru) ok-os (-u) 

e. ag-ar (-u) age (-ru) 

（Matsumoto 2016: 56の（6）を一部省略して掲載） 

 

問題の動詞対が両極型であるとする Haspelmath（2013）に対して、ナロック（2007）や

Matsumoto（2016）などは使役型であるという立場をとる。ただし、この両者の分析も同一のも

のではなく、ナロック（2007）が通時的な考察に基づいて分析しているのに対し、Matsumoto

（2016）は共時的な考察に基づいて分析している19。Matsumoto（2016）は派生接尾辞、すなわ

ち（25a‒d）では使役接尾辞 /-as-, -akas-, -os-/ が母音語根に接続する際に、語根末の /e, i/ が脱

落すると説明している20。Matsumoto（2016）の分析に合わせて（25a–d）の語幹を基底表示し、

派生方向を明示すると（26）のようになる21。 

26  

 a. //de-// → //de-as-// 

b. //obiye-// → //obiye-akas-// 

c. //miti-// → //miti-as-// 

d. //oki-// → //oki-os-// 

 

本稿でも Matsumoto（2016）と同様に、（18b, d）のような例が共時的に使役型として分析で

きると考える。ただし、Matsumoto（2016）の説明を当てはめるだけでは不十分な点が残る。隼

人方言において問題の構造を持つ動詞対を（27）に示す。 

27  

 a. 4 wake up /okir-/ → /ok-os(e)-/ （＝18d） 

 b. 5 put out /kije-/ → /kij-as-/ 

 c. 8 melt /toke-/ → /tok-as-/ 22 

 d. 13 destroy /utgare-/ → /utgar-as(e)-/ 

 e. 14 fill /mitir-/ → /mit-as(e)-/ 

 f. 23 rock /jue-/ → /ju-akas-/ （＝18b） 

 

Matsumoto（2016）と同様の分析を行う場合、（27）の基底形は（28）のようになる。 

28  

 
19 この他にも佐々木・當山（2015）は、共通語における「atum-ar-u / atum-e-ru」のような例が「mawa-r-u / mawa-

s-u」のような例と同じ両極型であるとするHaspelmath（2013）の分析に対し、「語幹の文節音の数」が多いほう

に「形態的有標性」を認めるという基準を設けることで、「語幹の文節音の数」が同じである後者のみを両極型

としている（ここで「語幹」は「非過去接尾辞 -(r)u に先行する部分」とされている）。 
20 [W]hen -as and other affixes suffixed, the preceding vowel /e/ or /i/ drops out regardless of its nature. (Matsumoto 2016: 
57) 
21 Matsumoto（2016）は母音が脱落する動機については述べていない。すぐに思いつくものとしては、「共通語

の語中において /ea, ia/ の連続は観察されず、それを回避するため」というものがあるが、検証はできていない。 
22 「11 dissolve」と同じ結果であった。ここでは両者を「8 melt」で代表させる。 

e126

髙城　隆一



12 

d. oki (-ru) ok-os (-u) 

e. ag-ar (-u) age (-ru) 

（Matsumoto 2016: 56の（6）を一部省略して掲載） 

 

問題の動詞対が両極型であるとする Haspelmath（2013）に対して、ナロック（2007）や

Matsumoto（2016）などは使役型であるという立場をとる。ただし、この両者の分析も同一のも

のではなく、ナロック（2007）が通時的な考察に基づいて分析しているのに対し、Matsumoto

（2016）は共時的な考察に基づいて分析している19。Matsumoto（2016）は派生接尾辞、すなわ

ち（25a‒d）では使役接尾辞 /-as-, -akas-, -os-/ が母音語根に接続する際に、語根末の /e, i/ が脱

落すると説明している20。Matsumoto（2016）の分析に合わせて（25a–d）の語幹を基底表示し、

派生方向を明示すると（26）のようになる21。 

26  

 a. //de-// → //de-as-// 

b. //obiye-// → //obiye-akas-// 

c. //miti-// → //miti-as-// 

d. //oki-// → //oki-os-// 

 

本稿でも Matsumoto（2016）と同様に、（18b, d）のような例が共時的に使役型として分析で

きると考える。ただし、Matsumoto（2016）の説明を当てはめるだけでは不十分な点が残る。隼

人方言において問題の構造を持つ動詞対を（27）に示す。 

27  

 a. 4 wake up /okir-/ → /ok-os(e)-/ （＝18d） 

 b. 5 put out /kije-/ → /kij-as-/ 

 c. 8 melt /toke-/ → /tok-as-/ 22 

 d. 13 destroy /utgare-/ → /utgar-as(e)-/ 

 e. 14 fill /mitir-/ → /mit-as(e)-/ 

 f. 23 rock /jue-/ → /ju-akas-/ （＝18b） 

 

Matsumoto（2016）と同様の分析を行う場合、（27）の基底形は（28）のようになる。 

28  

 
19 この他にも佐々木・當山（2015）は、共通語における「atum-ar-u / atum-e-ru」のような例が「mawa-r-u / mawa-

s-u」のような例と同じ両極型であるとするHaspelmath（2013）の分析に対し、「語幹の文節音の数」が多いほう

に「形態的有標性」を認めるという基準を設けることで、「語幹の文節音の数」が同じである後者のみを両極型

としている（ここで「語幹」は「非過去接尾辞 -(r)u に先行する部分」とされている）。 
20 [W]hen -as and other affixes suffixed, the preceding vowel /e/ or /i/ drops out regardless of its nature. (Matsumoto 2016: 
57) 
21 Matsumoto（2016）は母音が脱落する動機については述べていない。すぐに思いつくものとしては、「共通語

の語中において /ea, ia/ の連続は観察されず、それを回避するため」というものがあるが、検証はできていない。 
22 「11 dissolve」と同じ結果であった。ここでは両者を「8 melt」で代表させる。 

13 

 a. 4 wake up //okir-// → //okir-os(e)-// 

 b. 5 put out //kije-// → //kije-sas-// 

 c. 8 melt //toke-// → //toke-sas-// 

 d. 13 destroy //utgare-// → //utgare-sas(e)-// 

 e. 14 fill //mitir-// → //mitir-sas(e)-// 

 f. 23 rock //jue-// → //jue-akas-// 

 

（28）において矢印の右側にある、使役接尾辞がついた派生先の他動詞は、2.1節で示した（8）

の「連結音実現規則」によってそれぞれ（29）のような表層形が予測されるが、いずれも正確

ではない。 

29  

 a. //okir-os(e)-//  * /okir-os(e)-/ 23 
 b. //kije-sas-// → * /kije-sas-/ 

 c. //toke-sas-// → * /toke-sas-/ 

 d. //utgare-sas(e)-// → * /utgare-sas(e)-/ 

 e. //mitir-sas(e)-// → * /mitir-as(e)-/ 

 f. //jue-akas-// → * /jue-kas-/ 

   連結音実現規則 

 

そこで、Matsumoto（2016）に従って語根末の母音を（連結音実現規則の適用前に）脱落させる

と、（30）のような表層形が予測される。 

30  

 a. //okir-os(e)-//    * /okir-os(e)-/ 24 

 b. //kije-sas-// → /kij-sas-/ →  /kij-as-/ 

 c. //toke-sas-// → /tok-sas-/ →  /tok-as-/ 

 d. //utgare-sas(e)-// → /utgar-sas(e)-/ →  /utgar-as(e)-/ 

 e. //mitir-sas(e)-//   → * /mitir-as(e)-/ 24 

 f. //jue-akas-// → /ju-akas-/ → * /ju-kas-/ 

   母音脱落規則 連結音実現規則 

 

しかし、（30a, e, f）では依然として正確な表層形は予測できていない。ここで、（28）に示した

自動詞に注目して共通語との対応を確認すると、（28a, e）は隼人方言においては //okir-, mitir-// 

のように r語幹であるが、共通語においてこれに対応する形式は //oki-, miti-// のように母音語

幹であり、この点で異なる。他方、（28f）の //jue-// に対応する共通語形は //jure-// であり、こ

 
23 接尾辞 /-os(e)-/ に連結音を設定する根拠が見つかっていないため、この例には連結音実現規則の適用箇所が

存在しない。 
24 語根末が /e, i/ ではないため、母音脱落規則はこれらの例には適用されない。 
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こでは /r/ の有無で異なる。 

 

3.1.1. r語幹の分析 

（30a）について隼人方言の体系内部を観察すると、動詞由来複合語「早起き」が [hajaoʔ] と

実現し、この複合語の基底形は //haja+ok// もしくは //haja+oki// であることが推定される25。す

なわち、動詞語根は //okir-// ではなく //ok-// もしくは //oki-// であると考えられる。動詞語根

が //ok-// であれば接尾辞として //-ir-// を、動詞語根が //oki-// であれば接尾辞として //-r-// を

それぞれ取り出すことになる。ここで、 //ok-, oki-// は上記の動詞由来複合語の観察から自動詞

語根であるとみなすことができる。そのため、自動詞語根と共起して自動詞語幹を形成してい

る接尾辞 //-ir-, -r-// は、使役性に影響を与える機能は持たず、単に動詞語幹を形成するための

もの（動詞語幹化接尾辞）と考えることができる26。上記の複合語を観察する限りにおいては、

両者のうちのどちらを語根とみなしても分析上の問題は生じないが、後述する現象の観察を踏

まえると、 //oki-// を語根として認める分析が適切であることが分かる。 

（31）で両語根を比較する。語根として仮に取り出した部分にそれぞれ使役接尾辞を付けてい

る。ここでは（31b）にMatsumoto（2016）の母音脱落規則が適用され、両者とも正しい表層形

を予測する。 

31  

 a. //ok-os(e)-//    /ok-os(e)-/ 
 b. //oki-os(e)-// →   /ok-os(e)-/ 

   母音脱落規則 

 

上記の観察結果を反映すると、自動詞語幹は暫定的に（32）のように表記できる。 

32  

 a. //ok-ir-// 
 b. //oki-r-// 

 

通時的には、この例はいわゆる「ラ行五段化」を経たものである。隼人方言においては、共通

語のいわゆる「下一段動詞」の一部（語根の音節数が 1のもの）と「上一段動詞」に対応する

動詞が、r語幹として実現する。「起きる」や「満ちる」の他にも「見る」や「寝る」が r語幹

であることが調査の際に確認できている。このうち「寝る」を（32）と同じように分析すると

（33）のようになる。 

33  

 a. //n-er-// 
b. //ne-r-// 

 
25 「起きる」の語根が //okir-// であれば *[hajaokiʔ] が予測される。 
26 松本曜氏のご指摘を参考にした。 
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15 

 

（32a）と（33a）の分析では、接尾辞の異形態として //-ir-, -er-// の 2 種類を認める必要がある。

一方で（32b）と（33b）の分析では //-r-// の 1 種類のみである。これを踏まえ本稿では //oki-// 

を語根として認める後者の分析案を採用する。（30）における「4 wake up」と「14 fill」の問題

は（34）の通り解決する。 

34  

 a. //oki-os(e)-// → /ok-os(e)-/  /ok-os(e)-/ 

 起きる-CAUS- 

 b. //miti-sas(e)-// → /mit-sas(e)-/ → /mit-as(e)-/ 

 満ちる-CAUS- 

   母音脱落規則 連結音実現規則 

 

これに対応する自動詞語幹の内部構造は（35）のように表示できる。 

35  

 a. //oki-r-// 
 起きる-VLZ- 

 b. //miti-r-// 

 満ちる-VLZ- 

 

3.1.2. /r/ の脱落 

 残る（30f）は、語根の基底形を //jure-// とすることで（36）の通り問題が解決する。 

36  

 //jure-akas-// → /jur-akas-/ → /jur-akas-/ →  /ju-akas-/ 

 揺れる-CAUS- 

  母音脱落規則 連結音実現規則 /r/ 脱落規則（38） 

 

表層形には存在しない /r/ を基底形に設定する根拠は（37）の通りである。 

37  

 a. （30f）で誤った予測がなされたのは、連結音実現規則の適用時に入力が /ju-akas-/ で 

あったこと、すなわち連結音の直前の音素が母音であるために連結母音 /a/ が実現

しなかったことにある。 

b. 連結母音 /a/ が実現するためには、連結音実現規則の適用時に連結母音の直前の音

素が子音である必要がある。 

c. 隼人方言では母音間の /r/ が（38）のように脱落することがある27。 

 
27 調査時には /r/ を脱落させない発音との揺れが見られるものも多かったが、調査者が発音し分けたものを話

者に聞いてもらった際には /r/ がある発音は鹿児島市方言のように聞こえ、 /r/ がない発音は隼人方言のように

聞こえるという発言があった。本稿の記述においても「脱落していない /r/ 」が表層形に見られることがあるが、
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d. 他の子音では類似の現象は確認できておらず、何らかの子音が脱落しているとすれ

ば /r/ である可能性が高い。 

38  

 /r/ 脱落規則 

r → Ø / V _ V /koor-an/ → /koo-an/ [koːaɴ]（凍る-NEG）28 

 

これに対応する自動詞語幹は（39）の通りである。 

39  

 //jure-// → /jue-/ 

  /r/ 脱落規則 

 

付言すると、ここで導き出された基底形は通時的な事実とも矛盾しない。 

 

3.2. 逆使役型 

逆使役型の動詞対では、他動詞語根に接辞を付加して自動詞を派生させることによって自他

交替ペアを作る。2.2.1節で示した（19）を再掲する。 

 

（19） a. 9 stop /tom-ar-/ ← /tome-/ 

 b. 12 burn /jak-e-/ ← /jak-/ 

 c. 30 split /wak-ae-/ ← /wake-/ 

 

このうち、（19a, c）のような例が逆使役型であるとする分析に対して、3.1節の使役型でも見

たように（40）のような同一語根からの両極派生という分析案も考えられる。 

40  

 a. 9 stop /tom-ar-/ /tom-e-/ 
 c. 30 split /wak-ae-/ /wak-e-/ 

 

Matsumoto（2016）は逆使役型の例として（25e）を挙げている。（25e）を再掲する。 

 

（25） e. ag-ar (-u) age (-ru) 

 

Matsumoto（2016）の説明では派生接尾辞、すなわち（25e）では逆使役接尾辞 //-ar-// が母音語

根に接続する際に、語根末の /e/ が脱落する。Matsumoto（2016）の分析に合わせて（25e）の

 
これが音声的な違いであるか音韻的な違いであるかについては未解明である。 
28 「凍る」の語幹末に子音があることは、非過去形 /koor-u/ → /koot/ [koːʔ] や過去形 /koor-ta/ → /kootta/ [koːtta] 

などの観察から分かる。この語幹末の子音が /r/ であることは、非過去形で /koot/ [koːʔ] に加えて /kooj/ [koːj] 

という発音がなされることがあることから判断できる（参照：（9）の音節末子音化規則）。 
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語幹を基底表示し、派生方向を明示すると（41）のようになる。 

41  

 //age-ar-// ← //age-// 

 

隼人方言において問題の構造を持つ動詞対を（42）に示す。先に見た使役型の場合と同じく、

本稿では（19a, c）のような例が共時的に逆使役型として分析できると考える。 

42  

 a. 9 stop /tom-ar-/ ← /tome-/ （＝19a） 

 b. 16 begin /hatm-ar-/ ← /hatme-/ 

 c. 17 spread /hiog-ar-/ ← /hioge-/ 

 d. 21 raise /ag-ar-/ ← /age-/ 

 e. 24 connect /tunag-ar-/ ← /tunage-/ 

 f. 25 change /kaw-ar-/ ← /kawe-/ 

 g. 26 gather /atm-ar-/ ← /atme-/ 

 h. 29 close /sim-ar-/ ← /sime-/ 

 i. 30 split /wak-ae-/ ← /wake-/ （＝19c） 

 

Matsumoto（2016）と同様の分析を行う場合、（42）の基底形は（43）のようになる。 

43  

 a. 9 stop //tome-ar-// ← //tome-// 

 b. 16 begin //hatme-ar-// ← //hatme-// 

 c. 17 spread //hioge-ar-// ← //hioge-// 

 d. 21 raise //age-ar-// ← //age-// 

 e. 24 connect //tunage-ar-// ← //tunage-// 

 f. 25 change //kawe-ar-// ← //kawe-// 

 g. 26 gather //atme-ar-// ← //atme-// 

 h. 29 close //sime-ar-// ← //sime-// 

 i. 30 split //wake-ae-// ← //wake-// 

 

（43）において矢印の左側にある、逆使役接尾辞がついた派生先の自動詞は、（29）で見た他動

詞の例とは異なり連結音がないために連結音実現規則は適用されない。Matsumoto（2016）の母

音脱落規則によって（44）のように表層形が正しく予測される。 

44  

 a. //tome-ar-// → /tom-ar-/ 

 b. //hatme-ar-// → /hatm-ar-/ 

 c. //hioge-ar-// → /hiog-ar-/ 
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 d. //age-ar-// → /ag-ar-/ 

 e. //tunage-ar-// → /tunag-ar-/ 

 f. //kawe-ar-// → /kaw-ar-/ 

 g. //atme-ar-// → /atm-ar-/ 

 h. //sime-ar-// → /sim-ar-/ 

 i. //wake-ae-// → /wak-ae-/ 

   母音脱落規則 

 

3.3. 両極型 

両極型の動詞対では、語根末の 1～2 つの音素の交替によって自他交替ペアを作る。2.2.2 節

で示した（20）を再掲する。前述の通り、（20a, c）は /r/ と /s(e)-/ 、（20b）は /e/ と /s(e)-/ の

交替である。 

 

（20） a. 10 turn /mawar-/ /mawas(e)-/ 

 b. 13 destroy /utkuzue-/ /utkuzus(e)-/ 

 c. 18 roll /koogar-/ /koogas(e)-/ 

 

ここでは、（20）で語根末音素と分析したものを接尾辞であるとみなして（45）のように分析す

ることや、2.2.1節で示した接尾辞と同じ音素の並びが含まれていることに注目して（46）のよ

うに分析する案も一見すると妥当であるように感じられる。 

45  

 a. 10 turn /mawa-r-/ /mawa-s(e)-/ 
 b. 13 destroy /utkuzu-e-/ /utkuzu-s(e)-/ 

 c. 18 roll /kooga-r-/ /kooga-s(e)-/ 

46  

 a. 10 turn /maw-ar-/ /maw-as(e)-/ 
 c. 18 roll /koog-ar-/ /koog-as(e)-/ 

 

（45）の分析は、語根として /mawa-, utkuzu-, kooga-/ を立てて、逆使役接尾辞の /-r- , -e-/ と

使役接尾辞の /-s(e)-/ を認めるものである。ここで、語根として取り出された部分に過去接尾

辞 /-ta/ の接続を試みると、* /mawa-ta, utkuzu-ta, kooga-ta/ という形式が予測される。しかし、

このような形式は存在せず、他の動詞語根とふるまいが異なることから妥当性が低い。語根は

形態素であり、形態素であればその定義上何かしらの意味を持つ。しかし（45）の分析で語根

として取り出された形式は意味を持つ単位ではなく、形態素であると認められないことから、

語根としても認められない。加えて、この分析に従うと 2つの接尾辞 /-r-, -s(e)-/ を新たに認め

ることになるが、形態素（ないし異形態）を増やすことになり経済性の観点からも推奨されな
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い。 

（46）の分析は、語根として /maw-, koog-/ を立てて、逆使役接尾辞の /-ar-/ と使役接尾辞の 

/-as(e)-/ を認めるものである。ここでも、過去接尾辞 /-ta/ などの接続を試みると存在しない形

式が予測される29。さらに、そもそも（46b）に該当する分析が存在せず、統一的な分析ができ

ないことからも不適当である。以上により、ここでは（20）の分析が支持される。 

 

4. 語幹に関する問題 

本節では、語幹に関する 2 つの問題について議論する。4.1 節では母音語幹の語幹末につい

て、4.2 節では s 語幹とも母音語幹とも分析できそうな語幹の認定方法と表記方法について扱

う。 

 

4.1. 母音語幹の語幹末 

2.1 節で述べた通り、母音語幹の語幹末は非過去接尾辞が付加された（12）のように /u/ とし

て実現する場合と、過去接尾辞が付加された（13）のように /e/ として実現する場合がある。

（12）と（13）を再掲する。 

 

（12）//ak-e-ru// → /ak-e-ru/ → /ak-e-t/ → /ak-u-t/ [akuʔ] 

 開く-CAUS-NPST 

  連結音実現規則 音節末子音化規則 語幹末母音交替規則 

 

（13）//ak-e-ta//  /ak-e-ta/ [aketa] 

 開く-CAUS-PST 

 

以下では短母音化規則（47）と語幹末母音交替規則（49）を導入し、母音語幹の語幹末が基底

において //e// であることを主張する。このうち短母音化規則は（47）のように、同一母音の連

続Vi Viを短母音 Viにする規則である。 

47  

 短母音化規則 

Vi Vi → Vi 

 

母音語幹の語幹末が /u/ として実現するのは、（48）に示す 4 種類の屈折接尾辞が後続する場

 
29 /mawar-/ と /mawas(e)-/ のペアについては、3.1.1節で見た「早起き」と同様に「めまい」という語を基に語

根として /maw-/ を認めれば、これに動詞語幹化接尾辞 /-ar-/ が付加されたものが自動詞語幹、使役接尾辞 /-

as(e)-/ が付加されたものが他動詞語幹と考えて、使役型に分類することも可能である（この分析における形態

素境界は（46）のものと一致する）。この分析をとると、3.1.1節で認めた動詞語幹化接尾辞の基底形は //-ar-// と

表示することになる。しかし、この分析における「回る」の語根と「めまい」の「まい」の対応が共時的に存在

し、話者の頭の中で /maw-/ から /maw-ar-/ が導かれていると考えられる根拠が見つかっていないため、本稿で

は採用しない。 
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合に限られる。 

48  

 a. 非過去 //-ru// 

b. 禁止 //-tna// 

c. 条件 //-eba// 

d. 意志 //-au// 

 

このうち（48d）の意志接尾辞は、母音に続くときには連結音が実現しないため /-u/ として出

力される。子音に続くときには連結音が実現するため /-au/ となり、これに母音融合規則が適

用されて /-o/ として出力される。 

語幹末母音のみが異なる 2 種類の異形態が存在する母音語幹について、（49）に挙げる 3 つ

の分析案が考えられる。コロンの右側には、それぞれの分析で想定される「語幹末母音交替規

則」の詳細を示す。 

49  

 a. 接尾辞に応じて //e// と //u// の 2種類をそれぞれ基底に立てる：交替なし 

 b. 基底に //u// のみを立てる：（48）の接尾辞が付加されないときに /e/ と交替 

 c. 基底に //e// のみを立てる：（48）の接尾辞が付加されるときのみ /u/ と交替 

 

以下では、動詞語幹が「開く-CAUS-」である場合を例にして、（49c）の分析が適切であること

を主張する。 

 

4.1.1. 接尾辞に応じて //e// と //u// の 2種類をそれぞれ基底に立てる分析 

（49a）のとき、（48d）の意志接尾辞 //-au// を母音語幹に付加すると語幹末母音は /u/ として

実現するため、これを「開く-CAUS-」に付加した「開く-CAUS-VOL」の基底形は //ak-u-au// で

ある。一方（48）に含まれない命令接尾辞 //-ai// を母音語幹に付加すると、語幹末母音は /e/ と

して実現するため、これを「開く-CAUS-」に付加した「開く-CAUS-IMP」の基底形は //ak-e-ai// 

である。 

このうち後者の「開く-CAUS-IMP」では、接尾辞が母音に接続しているために連結音実現規

則が適用される際に連結母音が実現せずに /ak-e-i/ となり、これに母音融合規則が適用されて

正しい出力である /ak-e/ が得られる。すなわち、この条件下では連結音実現規則が母音融合規

則に先んじて適用される。 

これに対して前者の「開く-CAUS-VOL」では表 6に示すように、正しい出力である /ak-u/ は

得られない。表中では行ごとに規則 1、規則 2、規則 3の順で適用されると考える。「なし」は

当該規則の適用箇所が存在しないことを表す。なお、d–fで出力を */at-au/ ではなく */at-o/ と

しているのは、先に見た命令接尾辞の例により、この条件下では連結音実現規則の適用後に母

音融合規則が適用されることが分かっているためである。すなわち、d–f では連結音実現規則
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である。 

このうち後者の「開く-CAUS-IMP」では、接尾辞が母音に接続しているために連結音実現規

則が適用される際に連結母音が実現せずに /ak-e-i/ となり、これに母音融合規則が適用されて

正しい出力である /ak-e/ が得られる。すなわち、この条件下では連結音実現規則が母音融合規

則に先んじて適用される。 

これに対して前者の「開く-CAUS-VOL」では表 6に示すように、正しい出力である /ak-u/ は

得られない。表中では行ごとに規則 1、規則 2、規則 3の順で適用されると考える。「なし」は

当該規則の適用箇所が存在しないことを表す。なお、d–fで出力を */at-au/ ではなく */at-o/ と

しているのは、先に見た命令接尾辞の例により、この条件下では連結音実現規則の適用後に母

音融合規則が適用されることが分かっているためである。すなわち、d–f では連結音実現規則
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により */at-au/ が派生された後に母音融合規則が適用されて */at-o/ となることが予測される。 

 

表 6 （49a）における規則の適用順序（意志接尾辞） 

 基底形 規則 1 規則 2 規則 3 出力（表層形） 

a. 

//ak-u-au// 

連結音実現 

ak-u-u 

短母音化 

ak-u 

音節末子音化 

at 
*/at/ 

b. 
音節末子音化 

at-u 

短母音化 

なし 
*/at-u/ 

c. 
短母音化 

なし 

連結音実現 

ak-u-u 

音節末子音化 

at-u 

d. 
音節末子音化 

at- au 

連結音実現 

at-au 

*/at-o/ e. 
音節末子音化 

at- au 

連結音実現 

at-au 

短母音化 

なし 

f. 
短母音化 

なし 

連結音実現 

at-au 

 

表 6 では、連結音実現規則、短母音化規則、音節末子音化規則の 3 種類をどのように組み合わ

せても正しい出力である /ak-u/ は得られず、 */at/ 、 */at-u/ 、 */at-o/ という誤った出力が得

られる。したがって（49a）の分析は適切ではない。 

 

4.1.2. 基底に //u// のみを立てる分析 

（49b）のとき、語幹末母音の基底に //u// を立てることから、命令接尾辞が付加された「開く

-CAUS-IMP」の基底形は //ak-u-ai// である。ここでは語幹末母音交替、連結音実現、音節末子

音化の 3 規則の適用順序を考える。表 7 によりこの条件下では語幹末母音交替規則が音節末子

音化規則に先んじて適用される a–c の場合にのみ正しい出力が得られることが分かる。なお、

表 7 は母音融合規則が連結音実現規則より後に適用されることを前提として作成している。両

者の適用順序が異なる場合には、上述の 3 規則の適用順序の如何に依らず正しい出力は得られ

ない。 
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表 7 （49b）における規則の適用順序（命令接尾辞） 

 基底形 規則 1 規則 2 規則 3 出力（表層形） 

a. 

//ak-u-ai// 

語幹末母音交替 

ak-e-ai 

音節末子音化 

なし 

連結音実現 

ak-e-i 

/ak-e/ b. 
連結音実現 

ak-e-i 

音節末子音化 

なし 

c. 
連結音実現 

ak-u-i 

語幹末母音交替 

ak-e-i 

音節末子音化 

なし 

d. 
音節末子音化 

at-i 

語幹末母音交替 

なし 
*/at-i/ 

e. 
音節末子音化 

at- ai 

連結音実現 

at-ai 

語幹末母音交替 

なし 
*/at-e/ 

f. 
語幹末母音交替 

なし 

連結音実現 

at-ai 

 

ここで、（49b）の分析では語幹末母音の基底に //u// を立てることから、意志接尾辞が付加さ

れた「開く-CAUS-VOL」の基底形は //ak-u-au// である。意志接尾辞は表層形で /u/ に続く接尾

辞であるため、/e/ との交替は生じない。表 7 で正しい出力が得られた a–c の適用順序を検討

すると、表 8 のようにいずれも誤った表層形が予測される。したがって（49b）の分析も適切

ではない。 

 

表 8 （49b）における規則の適用順序（意志接尾辞） 

 基底形 規則 1 規則 2 規則 3 出力（表層形） 

a. 

//ak-u-au// 

語幹末母音交替 

なし 

音節末子音化 

at-au 

連結音実現 

at-au 
*/at-o/ 

b. 
連結音実現 

ak-u-u 

音節末子音化 

at-u 
*/at-u/ 

c. 
連結音実現 

ak-u-u 

語幹末母音交替 

なし 

音節末子音化 

at-u 

 

4.1.3. 基底に //e// のみを立てる分析 

（49c）のとき、語幹末母音の基底に //e// を立てることから、意志接尾辞が付加された「開く

-CAUS-VOL」の基底形は //ak-e-au// である。ここでも語幹末母音交替、連結音実現、音節末子

音化の 3 規則の適用順序を考える。表 9 によりこの条件下では音節末子音化規則が語幹末母音

交替規則に先んじて適用される場合にのみ正しい出力が得られることが分かる。なお、表 9 は

母音融合規則と短母音化規則が表中の 3 規則より後に適用されることを前提として作成してい
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表 7 （49b）における規則の適用順序（命令接尾辞） 

 基底形 規則 1 規則 2 規則 3 出力（表層形） 

a. 

//ak-u-ai// 

語幹末母音交替 

ak-e-ai 

音節末子音化 

なし 

連結音実現 

ak-e-i 

/ak-e/ b. 
連結音実現 

ak-e-i 

音節末子音化 

なし 

c. 
連結音実現 

ak-u-i 

語幹末母音交替 

ak-e-i 

音節末子音化 

なし 

d. 
音節末子音化 

at-i 

語幹末母音交替 

なし 
*/at-i/ 

e. 
音節末子音化 

at- ai 

連結音実現 

at-ai 

語幹末母音交替 

なし 
*/at-e/ 

f. 
語幹末母音交替 

なし 

連結音実現 

at-ai 

 

ここで、（49b）の分析では語幹末母音の基底に //u// を立てることから、意志接尾辞が付加さ

れた「開く-CAUS-VOL」の基底形は //ak-u-au// である。意志接尾辞は表層形で /u/ に続く接尾

辞であるため、/e/ との交替は生じない。表 7 で正しい出力が得られた a–c の適用順序を検討

すると、表 8 のようにいずれも誤った表層形が予測される。したがって（49b）の分析も適切

ではない。 

 

表 8 （49b）における規則の適用順序（意志接尾辞） 

 基底形 規則 1 規則 2 規則 3 出力（表層形） 

a. 

//ak-u-au// 

語幹末母音交替 

なし 

音節末子音化 

at-au 

連結音実現 

at-au 
*/at-o/ 

b. 
連結音実現 

ak-u-u 

音節末子音化 

at-u 
*/at-u/ 

c. 
連結音実現 

ak-u-u 

語幹末母音交替 

なし 

音節末子音化 

at-u 

 

4.1.3. 基底に //e// のみを立てる分析 

（49c）のとき、語幹末母音の基底に //e// を立てることから、意志接尾辞が付加された「開く

-CAUS-VOL」の基底形は //ak-e-au// である。ここでも語幹末母音交替、連結音実現、音節末子

音化の 3 規則の適用順序を考える。表 9 によりこの条件下では音節末子音化規則が語幹末母音

交替規則に先んじて適用される場合にのみ正しい出力が得られることが分かる。なお、表 9 は

母音融合規則と短母音化規則が表中の 3 規則より後に適用されることを前提として作成してい
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る。この適用順序が異なる場合には、上述の 3 規則の適用順序の如何に依らず正しい出力は得

られない。 

 

表 9 （49c）における規則の適用順序（意志接尾辞） 

 基底形 規則 1 規則 2 規則 3 出力（表層形） 

a. 

//ak-e-au// 

音節末子音化 

なし 

連結音実現 

ak-e-u 

語幹末母音交替 

ak-u-u 

/ak-u/ b. 
語幹末母音交替 

ak-u-au 

連結音実現 

ak-u-u 

c. 
連結音実現 

ak-e-u 

音節末子音化 

なし 

語幹末母音交替 

ak-u-u 

d. 
語幹末母音交替 

ak-u-u 

音節末子音化 

at-u 
*/at-u/ 

e. 
語幹末母音交替 

ak-u-au 

連結音実現 

ak-u-u 

音節末子音化 

at-u 

f. 
音節末子音化 

at- au 

連結音実現 

at-au 
*/at-o/ 

 

ここで、（49c）の分析では語幹末母音の基底に //e// を立てることから、命令接尾辞が付加さ

れた「開く-CAUS-IMP」の基底形は //ak-e-ai// である。命令接尾辞は表層形で /e/ に続く接尾

辞であるため、/u/ との交替は生じない。さらに、音節末子音化規則の適用箇所も存在しないこ

とから、表 9 で示した 3 規則の適用順序はここでは問題にならず、a–c のいずれの場合におい

ても正しい予測をする（表 10）。すなわち、連結音実現規則により /ak-e-i/ となり、母音融合

規則により /ak-e/ が得られる。 

 

表 10 （49c）における規則の適用順序（命令接尾辞） 

 基底形 規則 1 規則 2 規則 3 出力（表層形） 

a. 

//ak-e-ai// 

音節末子音化 

なし 

連結音実現 

ak-e-i 

語幹末母音交替 

なし 

/ak-e/ b. 
語幹末母音交替 

なし 

連結音実現 

ak-e-i 

c. 
連結音実現 

ak-e-i 

音節末子音化 

なし 

語幹末母音交替 

なし 

 

続いて、（48）に挙げた残りの接尾辞を検討する。非過去接尾辞の //-ru// について表 11 を見

ると表 9と表 10で正しい予測をした a–cの適用順序のうち cのみが適切であることが分かる。 
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表 11 （49c）における規則の適用順序（非過去接尾辞） 

 基底形 規則 1 規則 2 規則 3 出力（表層形） 

a. 

//ak-e-ru// 

音節末子音化 

なし 

連結音実現 

ak-e-ru 

語幹末母音交替 

ak-u-ru 
*/ak-u-ru/ 

b. 
語幹末母音交替 

ak-u-ru 

連結音実現 

ak-u-ru 

c. 
連結音実現 

ak-e-ru 

音節末子音化 

ak-e-t 

語幹末母音交替 

ak-u-t 
/ak-u-t/ 

 

同じく（48）に含まれる禁止接尾辞の //-tna// と条件接尾辞の //-eba// でも同様の適用順序で正

しい出力が得られる。禁止接尾辞の //-tna// では、表 12 のように基底形の //ak-e-tna// が連結音

実現規則で /ak-e-tna/ となり、語幹末母音交替規則で /ak-u-tna/ が出力される。 

 

表 12 （49c）における規則の適用順序（禁止接尾辞） 

基底形 連結音実現 音節末子音化 語幹末母音交替 出力（表層形） 

//ak-e-tna// ak-e-tna なし ak-u-tna /ak-u-tna/ 

 

条件接尾辞の //-eba// では、表 13 のように基底形の //ak-e-eba// から語幹末母音交替規則によ

って /ak-u-eba/ が出力される。なお、表 9 で見たように短母音化規則は表中の 3 規則より後に

適用されるため、語幹末母音交替規則の適用前に存在する /e/ の連続には適用されない。 

 

表 13 （49c）における規則の適用順序（条件接尾辞） 

基底形 連結音実現 音節末子音化 語幹末母音交替 出力（表層形） 

//ak-e-eba// なし なし ak-u-eba /ak-u-eba/ 

 

上記の観察を踏まえ、語幹末母音の基底に //e// のみを立て、（48）に挙げた 4 種類の接尾辞

が付加されるときにのみ /u/ と交替すると考える（49c）の分析案を採用する。これは //kure-// 

「くれる」のように、//e// の前に形態素境界がない場合にも同様である。この環境で（のみ）語

幹末母音の交替が起きる理由については未解明である。 

 

4.2. s語幹と母音語幹 

最後に、本稿で /(e)/と表記している音素を持つ動詞について記述する。2.1 節で述べた通り、

語幹を認定する際には主に各動詞の否定形を参照しているが、否定形のみでは語幹を 1 つに定

められないものも散見される。これは、（14）のように 2 種類の否定形が観察されることによ

る。（14）を再掲する。 

e138

髙城　隆一



24 

 

表 11 （49c）における規則の適用順序（非過去接尾辞） 

 基底形 規則 1 規則 2 規則 3 出力（表層形） 

a. 

//ak-e-ru// 

音節末子音化 

なし 

連結音実現 

ak-e-ru 

語幹末母音交替 

ak-u-ru 
*/ak-u-ru/ 

b. 
語幹末母音交替 

ak-u-ru 

連結音実現 

ak-u-ru 

c. 
連結音実現 

ak-e-ru 

音節末子音化 

ak-e-t 

語幹末母音交替 

ak-u-t 
/ak-u-t/ 

 

同じく（48）に含まれる禁止接尾辞の //-tna// と条件接尾辞の //-eba// でも同様の適用順序で正

しい出力が得られる。禁止接尾辞の //-tna// では、表 12 のように基底形の //ak-e-tna// が連結音

実現規則で /ak-e-tna/ となり、語幹末母音交替規則で /ak-u-tna/ が出力される。 

 

表 12 （49c）における規則の適用順序（禁止接尾辞） 

基底形 連結音実現 音節末子音化 語幹末母音交替 出力（表層形） 

//ak-e-tna// ak-e-tna なし ak-u-tna /ak-u-tna/ 

 

条件接尾辞の //-eba// では、表 13 のように基底形の //ak-e-eba// から語幹末母音交替規則によ

って /ak-u-eba/ が出力される。なお、表 9 で見たように短母音化規則は表中の 3 規則より後に

適用されるため、語幹末母音交替規則の適用前に存在する /e/ の連続には適用されない。 

 

表 13 （49c）における規則の適用順序（条件接尾辞） 

基底形 連結音実現 音節末子音化 語幹末母音交替 出力（表層形） 

//ak-e-eba// なし なし ak-u-eba /ak-u-eba/ 

 

上記の観察を踏まえ、語幹末母音の基底に //e// のみを立て、（48）に挙げた 4 種類の接尾辞

が付加されるときにのみ /u/ と交替すると考える（49c）の分析案を採用する。これは //kure-// 

「くれる」のように、//e// の前に形態素境界がない場合にも同様である。この環境で（のみ）語

幹末母音の交替が起きる理由については未解明である。 

 

4.2. s語幹と母音語幹 

最後に、本稿で /(e)/と表記している音素を持つ動詞について記述する。2.1 節で述べた通り、

語幹を認定する際には主に各動詞の否定形を参照しているが、否定形のみでは語幹を 1 つに定

められないものも散見される。これは、（14）のように 2 種類の否定形が観察されることによ

る。（14）を再掲する。 
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（14） a. [tokasaɴ] ～ b. [tokaseɴ]  「溶かさない」 

 

（14a）からは（15a）のように s 語幹と判断することができ、（14b）からは（15b）のように母音

語幹と判断することができる。（15）を再掲する。 

50  

（15） a. //tok-sas-an// → /tok-as-an/ [tokasaɴ] 

 溶ける-CAUS-NEG 

  連結音実現規則 

 

 b. //tok-sase-an// → /tok-ase-n/ [tokaseɴ] 

 溶ける-CAUS-NEG 

  連結音実現規則 

 

（14）とその類例（暫定的に X 語幹動詞と呼称する）の否定形と、各否定形から導かれる語

幹を（50）に示す。それぞれ「～」の左側が s 語幹と判断される形式、右側が母音語幹と判断

される形式である。 

51  

 a. 8 melt [tokasaɴ] ～ [tokaseɴ] /tok-as-/ ～ /tok-ase-/ 22 

 b. 13 destroy [uggwasaɴ] ～ [uggwaseɴ] /utgas-/ ～ /utgase-/ 

 c. 18 roll [koːgasaɴ] ～ [koːgaseɴ] /koogas-/ ～ /koogase-/ 

 

ここで、X 語幹動詞の非過去形、過去形、否定形を音声表記で表 14 に示す。数字の前のアル

ファベットは（50）に対応している。 

 

表 14 X 語幹動詞の調査結果 

 非過去 過去 否定 

a.  8 melt 
 

tokasuʔ 

toketa 

tokaseta 

tokasaɴ 

tokaseɴ 

b. 13 destroy 
uggwaːʔ 

uggwaːsuʔ 

uggwaːɕta 

 

uggwasaɴ 

uggwaseɴ 

c. 18 roll 
koːgaʔ 

koːgasuʔ 

koːgeta 

 

koːgasaɴ 

koːgaseɴ 

 

X 語幹動詞では否定形だけでなく、非過去形や過去形でも 2 種類の形式が現れる例がある。さ

らに、それぞれの動詞の形式を他の動詞の調査結果（稿末の資料 1）と併せて検討すると、上
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段に示した形式は表 15 a‒bのような s語幹、下段に示した形式は表 15 cのような母音語幹と

対応することが分かる。 

 

表 15 s 語幹と母音語幹の例 

 語幹 非過去 過去 否定 

a.  5 put out kij-as- kijas kijaɕta kijasaɴ 

b. 23 rock ju-akas- juakaʔ juaketa juakasaɴ 

c.  6 sink sizum-e- ɕizumuʔ ɕizumeta ɕizumeɴ 

 

3節の表 4に示した 31対の動詞のうち、否定形のみに基づいて設定した語幹が s語幹である

もの（語幹の最終音素が /s/ であるもの）、もしくは母音語幹のうち語幹の次末音素が /s/ であ

るもの（以下、sV語幹）を（50）のX語幹動詞と併せて表 16に示す。色付きのセルがX語幹

動詞である。 
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表 16 語幹の最終音素もしくは次末音素に /s/ を持つ動詞 

 調査語彙 否定形 語幹（暫定） 
語幹の種類 

（暫定） 

1 boil wakasaɴ wak-as- s 

2 freeze koːaseɴ koor-ase- sV 

3 dry kowakaseɴ kowak-ase- sV 

4 wake up okosaɴ ok-os- s 

5 go out/put out kijasaɴ kij-as- s 

7 learn/teach ikkaseɴ itkase- sV 

8 melt 
tokasaɴ 

tokaseɴ 

tok-as- 

tok-ase- 
X 

10 turn mawasaɴ mawas- s 

11 dissolve 
tokasaɴ 

tokaseɴ 

tok-as- 

tok-ase- 
X 

13 destroy 
uggwasaɴ 

uggwaseɴ 

utgas- 

utgase- 
X 

14 fill mitasaɴ mit-as- s 

15 finish 
owaːseɴ owar-ase- sV 

sumaseɴ sum-ase- sV 

18 roll 
koːgasaɴ 

koːgaseɴ 

koogas- 

koogase- 
X 

19 develop sakaesaseɴ sakae-sase- sV 

20 get lost/lose ne goʔ naːkasaɴ ne got nar-akas- s 

22 improve 

ju naːkasaɴ ju nar-akas- s 

ju seɴ ju se- sV 

ʑoʑi naːkasaɴ zjozi nar-akas- s 

23 rock juakasaɴ ju-akas- s 

31 die/kill 
ukkoːsaɴ utkoos- s 

koːsaɴ koos- s 

 

X 語幹動詞だけでなく、表 16 において暫定的に s 語幹や sV 語幹としている動詞についても、

非過去形や過去形を観察すると、そのいずれかもしくは両方に 2 種類の形式が現れる例がある

ことが分かる（稿末の資料 1）。一方で、表 16 以外の動詞では同様の現象は観察されない。表 

16 の動詞のうち非過去形、過去形、否定形のいずれかに 2 種類の形式が現れた動詞を表 17 に
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挙げる。 

 

表 17 同一の環境で 2 種類の形式が現れた動詞 

 調査語彙 語幹（暫定） 
語幹の種類 

（暫定） 

1 boil wak-as- s 

2 freeze koor-ase- sV 

3 dry kowak-ase- sV 

7 learn/teach itkase- sV 

8 melt 
tok-as- 

tok-ase- 
X 

11 dissolve 
tok-as- 

tok-ase- 
X 

13 destroy 
utgas- 

utgase- 
X 

14 fill mit-as- s 

15 finish 
owar-ase- sV 

sum-ase- sV 

18 roll 
koogas- 

koogase- 
X 

19 develop sakae-sase- sV 

20 get lost/lose ne got nar-akas- s 

22 improve 
ju nar-akas- s 

zjozi nar-akas- s 

31 die/kill 
utkoos- s 

koos- s 

 

上述の通り、表 17の動詞では同一の環境において 2種類の形式が出現しうる。両者は形態

的には「1 boil」 /wak-as-, wak-ase-/ のように語幹末の 1音素のみが異なっている30。この「1 boil」

の非過去形 [wakaʔ] と [wakasuʔ] は、共通語の「沸かす」と「沸かせる」にそれぞれ対応する

形式であると考えられる。早津（2020: 58）は、共通語において「V-（サ）セルという形（運ば

せる、食べさせる）に対して V-（サ）スという形（運ばす、食べさす）が用いられることがあ
 

30 「語幹末」は大きく 2つに分けられる。2.1節で述べた通り、「語幹」は「語根＋0個以上の派生接尾辞」であ

るから、派生接尾辞が 0個である場合の語幹末は語根であり、派生接尾辞が 1個以上である場合の語幹末は接

辞である。なお、この環境に出現して母音語幹を形成する接尾辞は（少なくとも本稿の範囲では） /-sase-/ と /-
akase-/ のみであるから、いずれの場合にも次末音素の /s/ と最終音素の /e/ は同一形態素内に存在する。 
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挙げる。 
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せる、食べさせる）に対して V-（サ）スという形（運ばす、食べさす）が用いられることがあ
 

30 「語幹末」は大きく 2つに分けられる。2.1節で述べた通り、「語幹」は「語根＋0個以上の派生接尾辞」であ

るから、派生接尾辞が 0個である場合の語幹末は語根であり、派生接尾辞が 1個以上である場合の語幹末は接

辞である。なお、この環境に出現して母音語幹を形成する接尾辞は（少なくとも本稿の範囲では） /-sase-/ と /-
akase-/ のみであるから、いずれの場合にも次末音素の /s/ と最終音素の /e/ は同一形態素内に存在する。 

29 

る」としたうえで、「種々の研究においても両者の違いは必ずしも明瞭になっていない」と述べ

ている。隼人方言においては、共通語以上に研究は進んでおらず、語幹末の /e/ の有無で異な

るそれぞれの接辞や語根が持つ機能や意味的特徴の詳細な記述については、本稿の範囲を超え

るものである。本稿ならびに髙城（2020）では、1 つの調査語彙への回答に s 語幹の形も sV 語

幹の形も確認されたことを簡潔に示す目的で、表 17 に挙げた動詞の語幹末を /(e)/ と表記して

いる。 

なお、非過去形では sV 語幹の形式が出現し、過去形と否定形では s 語幹の形式が出現する

という分布をしている表 18 のような例もある。 

 

表 18 語幹の形式が相補分布しているように見える動詞31 

 調査語彙 語幹 非過去 過去 否定 

4 wake up ok-os(e)-  
 

okosuʔ 

oketa 

  

okosaɴ 

  

10 turn mawas(e)-  
 

mawasuʔ 

maeta 

  

mawasaɴ 

  

13 destroy utkuzus(e)-  
 

ukkuzusuʔ 

ukkuʑita 

  

 

 

一見すると表 18 の動詞は sV 語幹の形式と s 語幹の形式が相補分布しており、表 18 のみを見

る限りにおいては補充法である可能性も否定できない。ただし、空欄箇所の形式が存在しない

という確認は取れておらず、調査を進めれば空欄箇所が埋まる可能性が残っている。したがっ

て、表 18 の動詞についても表 17 の動詞と同じく語幹末を /(e)/ と表記している。 

 

5. 結論 

本稿では、隼人方言の自他交替についての調査結果を報告した。2.1 節で自他交替にかかわる

形態音韻規則を明らかにし、2.2 節で自他交替にかかわる形態統語論的手段として、接辞の付加

による派生（使役型・逆使役型）、語根末音素の交替（両極型）、語根の交替（補充型）の 3 種

類があることを示した。このうち、使役型が 48.4%、逆使役型が 36.5%であり接辞の付加によ

る派生が全体の約 84.8%を占めていることを 3 節で述べた。先行研究で示されていた日琉 4 方

言の調査結果と比較することで、北にある方言ほど逆使役型が優勢であり、南にある方言ほど

使役型が優勢であるとする佐々木・當山（2015）の傾向が隼人方言にも当てはまることを明ら

かにした。これにより、自他交替に関する通方言的な研究および通言語的な研究に貢献した。 

3 節では、形態素境界と派生方向の分析に際して使役型、逆使役型、両極型のそれぞれで考

えられる問題点も扱った。Matsumoto（2016）などによる共通語についての先行研究を参照しつ

 
31 斜線は未調査であることを表す。 
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つ、隼人方言における認定基準を議論した。4.1 節では 2 種類の母音 /e, o/ が出現する母音語幹

の語幹末が基底において //e// であることを主張した。4.2 節では動詞語幹の認定に際して問題

が生じるものについて、これらの語幹の共通点が「最終音素もしくは次末音素に /s/ を持つ」

点であることを指摘し表記方法を定めた。本稿の分析は隼人方言のみならず、近隣の鹿児島県

本土諸方言を含む日本語方言の記述的研究に寄与する可能性を持つ。 

 

略号一覧 

ADV 副詞化 C 任意の子音 CAUS 使役 IMP 命令 NEG 否定 NPST 非過去  

PST 過去 V 任意の母音 VLZ 動詞語幹化 VOL 意志 

[ ] 音声表記 / / 音素表記 // // 基底形 – 接辞境界 = 接語境界 + 語幹境界 
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4.
2
節
参
照
）。
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Transitivity Pairs in the Hayato Dialect of Kagoshima 
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Abstract 

In this paper, I report about transitivity pairs in the Hayato dialect, which is spoken in Kagoshima prefecture. 

The Hayato dialect has three types of morphosyntactic operations for transitivity alternations; suffixation, 

stem-final phoneme alternation and root alternation (suppletion). It is revealed that 84.8% of transitivity 

alternations are realized by suffixation in this dialect. I also analyze the directions of derivation. The Hayato 

dialect has causative verbs, anticausative verbs, equipollent verbs and suppletive verbs. Types of verb stems 

can be determined mostly by the negative forms, which are morphologically more transparent than other 

inflected forms, except in the case that a verb has /s/ in the stem-final or stem-penultimate position. 
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